新刊紹介 伊藤セツ・伊藤純編著『ジェンダーで学ぶ生活経済論 -福祉社会における生活経営主体-』 by 森 ます美 & 昭和女子大学福祉社会学科
と
て
も
う
れ
し
い
本
が
出
版
さ
れ
た
。
本
書
の
執
筆
者
7人
の
う
ち
6人
が
昭
和
女
子
大
学
大
学
院
の
関
係
者
で
あ
る
。
正
確
に
言
う
と
、
筆
頭
編
者
の
伊
藤
セ
ツ
さ
ん
は
、
2
0
0
9年
3月
ま
で
生
活
機
構
研
究
科
長
を
勤
め
、
現
在
本
学
名
誉
教
授
で
あ
る
。
編
者
の
伊
藤
純
さ
ん
、
粕
谷
美
砂
子
さ
ん
、
斎
藤
悦
子
さ
ん
、
松
葉
口
玲
子
さ
ん
、
宮
坂
順
子
さ
ん
は
、
生
活
機
構
学
専
攻
に
学
び
、
伊
藤
セ
ツ
教
授
の
ご
指
導
の
下
、
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
、
研
究
教
育
者
と
し
て
巣
立
っ
て
い
た
方
々
で
あ
る
。
も
う
お
一
人
の
執
筆
者
、
天
野
晴
子
さ
ん
も
、
伊
藤
セ
ツ
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
生
活
時
間
研
究
グ
ル
ー
プ
の
長
年
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
執
筆
者
た
ち
は
、
各
章
で
、
博
士
論
文
で
の
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
本
書
な
ら
で
は
の
魅
力
的
な
「
生
活
経
済
論
」
を
展
開
し
て
い
る
。
本
書
は
、
次
の
12の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
序
章
生
活
経
済
論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
伊
藤
セ
ツ
）
第
Ⅰ
部
生
活
経
済
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
析
第
1章
生
活
の
単
位
個
人
家
族
世
帯
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
粕
谷
美
砂
子
）
第
2章
消
費
と
人
間
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー（
宮
坂
順
子
）
第
3章
雇
用
と
賃
金
に
対
す
る
企
業
の
社
会
的
責
任
（
斎
藤
悦
子
）
第
4章
家
計
収
入
支
出
の
構
造
に
見
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
給
与
所
得
者
世
帯
を
中
心
に
（天
野
晴
子
）
第
5章
自
営
業
農
家
年
金
世
帯
の
家
計
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
非
給
与
所
得
者
の
家
計
（粕
谷
美
砂
子
）
第
Ⅱ
部
再
生
産
領
域
を
問
い
直
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
第
6章
ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
と
家
計
家
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
評
価
と
家
計
貢
献

（
天
野
晴
子
）
第
7章
生
活
の
社
会
化
と
家
計
新
し
い
家
事
労
働
と
家
計
支
出
の
発
生

（
伊
藤
純
）
第
8章
貧
困
の
日
常
化
と
家
計
貧
困
の
女
性
化
と
多
重
債
務
者

（
宮
坂
順
子
）
第
9章
生
活
手
段
と
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
消
費
者
物
価
指
数
統
計
か
ら

（
松
葉
口
玲
子
）
第
10章
環
境
と
調
和
し
た
消
費
生
活
様
式
へ
（
松
葉
口
玲
子
）
終
章
福
祉
社
会
に
お
け
る
生
活
経
済
（
伊
藤
純
）
序
章
に
よ
れ
ば
、
本
書
（
「
生
活
経
済
論
」
）
の
特
徴
は
3点
に
集
約
で
き
る
。
第
1は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
や
新
自
由
主
義
的
経
済
政
策
が
も
た
ら
し
た
格
差
と
貧
困
な
ど
21世
紀
の
生
活
経
済
を
と
り
ま
く
背
景
に
広
く
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
、
第
2に
、
本
書
の
ね
ら
い
は
、
労
働
力
（
人
間
活
動
力
）
再
生
産
の
営
み
に
視
点
を
す
え
、
変
化
す
る
経
済
環
境
に
よ
っ
て
生
じ
る
生
活
の
変
化
に
対
し
、
消
費
生
活
様
式
を
主
体
的
に
選
び
取
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
お
か
れ
、
第
3は
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
と
お
り
全
章
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
」
で
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
多
用
さ
れ
る
統
計
も
ほ
と
ん
ど
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
」
で
あ
り
、
執
筆
者
ら
が
経
済
統
計
学
会
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
研
究
部
会
で
積
ん
だ
研
鑽
が
随
所
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
通
読
し
て
の
感
想
を
一
言
で
述
べ
れ
ば
、
本
書
は
、
「
生
活
経
済
論
の
新
し
い
地
平
」
を
切
り
拓
い
た
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
各
テ
ー
マ
に
関
す
る
国
際
レ
ベ
ル
の
研
究
や
政
策
動
向
へ
の
目
配
り
を
背
景
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
の
2つ
の
視
座
か
ら
福
祉
社
会
に
お
け
る
生
活
経
済
の
変
化
と
問
題
に
鋭
く
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
本
書
の
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
読
者
に
是
非
読
ん
で
欲
し
い
本
書
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
内
容
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。
◆
最
低
賃
金
（
制
度
）
を
生
活
経
済
論
に
取
り
込
む
1
9
9
0年
代
後
半
以
降
、
新
日
本
的
経
営
に
よ
り
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森
ま
す
美
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
学
ぶ
生
活
経
済
論
福
祉
社
会
に
お
け
る
生
活
経
営
主
体
』
伊
藤
セ
ツ
伊
藤
純
編
著
2010年4月20日発行
ミネルヴァ書房
A5判 224頁
定価 2800円（本体）
非
正
規
労
働
者
が
増
加
す
る
な
か
で
、
最
低
賃
金
制
度
は
国
民
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
適
切
に
機
能
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
現
行
の
最
低
賃
金
額
は
、
12都
道
府
県
で
生
活
扶
助
基
準
額
を
下
回
り
、
か
つ
、
最
低
賃
金
法
違
反
の
企
業
は
後
を
絶
た
な
い
。
斎
藤
（
第
3章
）
は
、
企
業
は
、
生
活
経
済
の
基
礎
と
な
る
雇
用
と
賃
金
に
対
し
て
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
を
保
障
す
る
重
い
社
会
的
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
◆
年
金
受
給
の
高
齢
者
家
計
の
詳
細
な
分
析
粕
谷
（
第
5章
）
は
、
非
給
与
所
得
世
帯
に
着
目
し
、
興
味
深
い
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
厚
生
年
金
額
の
受
給
額
分
布
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
が
明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
「
公
的
年
金
恩
給
受
給
額
階
級
別
に
見
た
夫
婦
高
齢
者
世
帯
の
収
入
と
支
出
」
に
も
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
た
。
年
間
の
年
金
額
が
80万
円
未
満
か
ら
520万
円
以
上
の
世
帯
ま
で
、
こ
の
年
金
格
差
に
も
驚
い
た
。
し
か
も
、
い
ず
れ
の
階
級
の
世
帯
で
も
公
的
年
金
給
付
が
実
収
入
に
占
め
る
割
合
は
80
～
90％
を
超
え
、
年
金
問
題
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
。
◆
ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
（
家
事
労
働
）
の
新
た
な
評
価
再
生
産
労
働
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
欠
か
せ
な
い
の
は
ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
論
で
あ
る
。
天
野
（
第
6章
）
は
、
ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
の
評
価
に
関
す
る
国
際
的
お
よ
び
国
内
の
研
究
蓄
積
を
サ
ー
ベ
イ
し
た
後
に
、
執
筆
者
ら
が
、
ペ
イ
エ
ク
イ
テ
ィ
の
職
務
評
価
手
法
を
参
考
に
独
自
の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
を
評
価
し
た
結
果
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
評
価
の
高
い
三
大
家
事
労
働
は
「
育
児
教
育
」、「
身
体
介
護
」、「
介
護
に
伴
う
家
事
」
で
あ
っ
た
。
詳
細
を
是
非
、
本
書
で
確
認
さ
れ
た
い
。
◆
福
祉
ミ
ッ
ク
ス
時
代
の
新
し
い
生
活
の
社
会
化
論
の
展
開
「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
」
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
領
域
へ
の
民
間
営
利
非
営
利
セ
ク
タ
ー
の
参
入
を
進
め
、
私
た
ち
の
生
活
経
済
は
「
福
祉
ミ
ッ
ク
ス
」
の
時
代
を
迎
え
た
。
こ
の
新
し
い
局
面
の
生
活
の
社
会
化
を
「
新
家
事
労
働
」
「新
家
計
支
出
」
の
視
点
か
ら
理
論
構
築
し
た
の
が
伊
藤
純
で
あ
る
。
理
論
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
第
7章
で
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
も
た
ら
す
新
家
事
労
働
と
新
家
計
支
出
の
リ
ア
リ
テ
ィ
れ
る
詳
細
な
記
述
は
素
晴
ら
し
い
。
体
験
知
の
な
い
学
生
も
十
分
に
納
得
す
る
に
違
い
な
い
。
◆
国
際
的
な
視
野
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
貧
困
を
考
え
る
宮
坂
（
第
8章
）
が
「
貧
困
」
問
題
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
貧
困
撲
滅
へ
の
取
り
組
み
で
あ
る
国
連
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
こ
と
を
私
は
貴
重
に
思
う
。
日
本
の
若
者
が
消
費
生
活
様
式
を
主
体
的
に
選
び
取
る
力
を
身
に
つ
け
る
う
え
で
地
球
規
模
の
貧
困
を
認
識
す
る
こ
と
は
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
本
章
の
貧
困
に
関
わ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
や
多
重
債
務
の
事
例
か
ら
、
貧
困
は
、
開
発
途
上
国
で
も
日
本
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
深
く
絡
み
合
う
現
象
で
あ
る
こ
と
を
彼
ら
に
伝
え
た
い
。
◆
持
続
可
能
な
消
費
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ
「
貧
困
」
と
並
ん
で
消
費
生
活
様
式
と
深
く
関
わ
る
の
が
開
発
環
境
問
題
で
あ
る
。
松
葉
口
（
第
10章
）
は
、
「
持
続
可
能
な
消
費
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
公
正
」
等
を
キ
ー

ア
ク
シ
ョ
ン
と
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
の
国
際
的
展
開
を
追
い
、
日
本
は
「
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
10年
」
の
提
案
国
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
「
持
続
可
能
な
消
費
」
の
た
め
の
日
本
の
取
り
組
み
は
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
行
動
に
は
、
「
生
産
の
男
性
性
消
費
の
女
性
性
」
に
起
因
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。
◆
「
生
活
福
祉
経
営
能
力
」
の
修
得
と
発
揮
本
書
で
「
生
活
経
済
論
」
を
学
ん
だ
読
者
に
執
筆
者
ら
が
求
め
る
の
は
「
生
活
福
祉
経
営
能
力
」
の
修
得
で
あ
る
。
地
域
社
会
の
中
で
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
「
能
力
」
を
発
揮
し
て
、
他
者
と
共
同
し
て
行
動
し
て
い
く
先
に
当
事
者
主
体
に
よ
る
新
た
な
消
費
生
活
様
式
と
福
祉
社
会
が
展
望
さ
れ
る
（
終
章
）。
21世
紀
の
日
本
の
少
子
高
齢
社
会
を
担
う
若
い
学
生
た
ち
が
本
書
を
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
最
後
に
一
つ
だ
け
疑
問
を
述
べ
れ
ば
、
本
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
福
祉
社
会
」
の
概
念
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
序
章
か
ら
終
章
へ
の
叙
述
の
展
開
に
応
じ
た
本
書
独
自
の
定
義
が
欲
し
か
っ
た
。
（
も
り
ま
す
み
福
祉
社
会
学
科
）
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